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【報告】
ラフカディオ ・ ハ ー ンとドイツ文学
山本 孝ー （富山大学）
はじめに
現在の富山大学附属図書館所蔵『ヘルン （小泉八雲）目録』（以下『目録』 と略記）は1927年に
作成された旧版を改訂したもの 1 である。 旧版は 「当時の富山高等学校の高田力教授（英文学）、 お
よび平岡伴ー教授（ドイツ文学）の手で…全蔵書を英語、 フランス語、 和漢書に大別」され、 「…
著者、 書名、 発行年などを記したもの 2」であった。 その後、 先人の手によってなされた蔵書の書
き込み等の調査結果などを注記の形で記載し、 「検索方法に新たな工夫をこらして句1999 年に再
版された。 しかし、 書き込み調査は現在なお継続中であり、 『目録』 は未だ完成されたものではな
1,,ヽ。
これは、 全体からみればほんの僅かを占めるだけの 「ヘルン文庫」中のドイツ文学関連蔵書にし
ぼって、 201 5年10月から書目の内容、 書き込みなどの有無について行った調査の報告である。
1. 『目録』におけるドイツ語から翻訳された書目について
調査においてはドイツ文学関連を主としたが、 ドイツ語から訳されているものであれば、 文学以
外の分野に属する書目であっても併せて調査対象とした。 「ヘルン文庫」は単に文学にとどまらず、
神話 ・ 民間伝承、 歴史、 哲学 ・ 宗教、 東洋関係、 民俗学、 文化人類学、 自然科学などにも及ぶ多様
な知見から成っており、『目録』全体の完成を期すためには何一つ見逃してはならないからである。
ドイツ語からの翻訳本は蔵書全2435冊中 57冊 （全体の2%）で、 その内訳は英語への翻訳書全
1352冊中では32冊、 フランス語への翻訳書全 719 冊中では25冊である。
以下に該当した書目を英語訳、 仏語訳の順に『目録』 での記載内容に基づいて示す。 記載する事
項は、 全蔵書に通し番号として附された書架番号、著作者名、タイトル、必要な場合はコンテンツ、
発行地、発行年、 さらに注記がある場合はそれも含める。（『目録』の表記には不統ーが見られるが、
できるだけ実際の『目録』 表記に従い、 斜体文字で記載する。 斜体以外の記載はすべて筆者による
注記である。 また、 今回新しく確認されたアンカット箇所については下線付きで記載する。）ただ
し、 便宜上、 著作者名を、 該当した書目の冊数とともに見出しとして掲げ、 その後に各書目の書架
番号以下の内容に関する記載を示す。
1-1. ドイツ語から英語への翻訳本の場合。 文学関係（全22冊）
Chamisso, Adelbert (1冊）
[322] Peter Schlemihl, the Shadowles man. London, 1899. 
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伽the, Johann Wolfgang (15 冊）
[329] Truth and pmtry, from my own Jjfe. l-01.1. London, 1891. Contents: -Books I~XIIl 
裏表紙見返しに書き込みあり。
[330] Truth and pmtry, from my own Hfe. London, 1884. Contents: Books XIV~XX
[331] Faust jn two parts. London, 1892.
[332] The first part of Gmthes Faust I together wjth the prose translatjon, notes and 
appendjces. London, 1892. 独英対訳本。
[333] Novels and tales. London, 1890. Contents: Electfre affinjtjes. The sorrow§, of 
� Wether. � German emjgrants. �- The good 
women and a tale. 
[334] ITTlhelm Mejsters Apprentjceship. London, 1892. 裏表紙見返しに書き込みと数
字の書き込み (377,386) あり、 数に該当する頁にそれぞれ行末数行にわたる縦線あり。
(Eckerm初n. JohannPeter) 
[335]Conversatjons ofGmthe wjth Eckermann and Soret. London, 1892. 裏表紙見返
しに数字の書き込み (57-170) あり。 50 頁と 170 頁にはそれぞれ頁上の角に小さな折り返
しと、 行末数行にる縦線あり。
[336] The pmms of Gmthe. London, 1891. 
[337] WHhelm Mejsters travels. London, 1885. 裏表紙見返しに数字の書き込み
(155+6) 、 154 頁と 157 頁にはそれぞれ頁上の角に小さな折り返しあり。
[338] Travels jn Italy: together wjth hjs second resjdence jn Rome and fragments on 
Italy. London, 1885. 
[339] Mjscellaneous travels. London, 1884. 
[340] Early and mjscellaneous letters of J. W Gmthe, jncJudjng letters to hjs mother. ITT"th 
notes and a short faography by Edward Bell. London, 1889. 
[341] Gmthes letters to Zelter wjth extracts from those of Zelter to Gmthe London, 
1887. 
四([343]) Rejneke Fox, West-Eastern Djvan and AchjJJejs. London, 1890. 
岬([342]5)The dramatjc works, London, 1892. Contents:The Wayward Lover. The Fellow- 
ul ri tz v n B rli hin n l i ce mont. T r ua T ss. I hi nia in Tauris. 
Heine, Heinrich (1 冊）
[344] Pmms and ballads of Hejnrkh Hejne. New York, 188-?. 
Lessing, Gotthold Ephraim (1 冊）
[346] Laokoon. London 1888. 
JeanPaul (4 冊）
[353] Levana or The Doctrine of educatjon. London, 1884.
[354] Flower, frujt, and thorn pjeces, or The Wedded Ljfe, death and marrjage of
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Firmian Stanislaus Siebenkaes, Parish advocate in the burgh of Juhschnappel . 
London, 1877. 
[355}- [356} Titan : a romance.紛1.1-2. London, 1863. 
1-2． ドイツ語から英語への翻訳本の場合。 文学関係以外。（全 10 冊）
Kohlrausch, Frederick(! 冊）
[735] A history of Germany, from earliest period to the present time. New York, 1866.
Nietzsche, Friedrich Wilhelm (3 冊）
[801] Thus spoke Zarathustra, a book for all and none. New York, 1896. 
[802]A genealogyofmoral. Pmms. New York, 1897. 
8-9頁に線引、 裏表紙見返しに書き込みあり。
[803] The case of Wagner. The twilight of the idols. Nietzsche contra 励gner. New York, 
1896. 
Schopenhauer, Arthur 
[812]- [814] The World as will and idea. vol. 1-3. London, 1891. 
[815]0n the Fourfold root of the principle of sufficient reason and on the will in nature I 
twmssays London, 1891. 
Humboldt, Alexander von (1 冊）
*[1150} ltl'ews of nature, or Contemplations on the sublime phenomena of oreation with 
scientific illustrations. London, 1850. アンカット p.353-452。 表表紙見返しに書き込
みらしきものあり。
Helmholtz, R (1 冊）
[1151] Popular scienti伍 lectures. New York, 1881. pp. 606—65牙。
1-3. ドイツ語からフランス語への翻訳本の場合（全 25 冊）
伽the, Johann Wolfgang von (1 冊）
*{1666] Le Faust de Gmthe. Paris, 1868. 
Heine, Heinrich (14 冊）
[1667] Allemands et Franrais. Paris, 1899. 
[1668] De la France. Nouvelle edition. Paris, 1884. アンカット QQ.169-368
[1669]-{1670] De J'Allemagne. I-II Paris, 1891. 
[1671] De J'Angleterre. Nouvelle edition. Paris, 1881. 
[1672] De tout un peu. Paris, 1888. 
[1673] Drames et fantaisies. Paris, 1882. アンカット頁多数
[1674] Lutさce: lettres, sur la vie politique, artistique et sociale en France. Paris, 1892. 
アンカット頁数夜匝
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*{1675]R。emes et legendes. Nouvelle edition. Paris, 1880. 
[i676]R。emes et legendes. Paris, 1892. 
[1677]R。esies inedites. Paris, 1898. 
[1678]-{1679] Reisebilder: tableaux de voyages. 2gols. 
[1680] Satires etportraits. Paris, 1884. アンカット pp.49-328
Lavelelye, E. de (1 冊）
*{1681] Les Nibelungen : poeme. 
Sacher Masoch, Leopold (6 冊）
[i682]AKolomea: Contesjuifs et petits russiens. Paris, 1879. 
[1683] Entre deux fenetres; Servatien et Pancrace; Le Castellan. 
Paris, 1895. 
Paris, 188 —? 
de J'allemand par Mlle Strebinger. Paris 1880. 
[I 684] Le legs de Cain: contes galiciens. 
[I 685] La pecheuse dames. Roman. 
*{I 686] Sascha et Saschka: La mere de Dieu. 
[1687] 
Paris, 1877. 
Paris, 1889. 
Sascha et Saschka: La mere de Dieu. 
Paris, 1886. 
Paris, 1886. 
Grimm, Les Freres 
/1751-1752] Traditions allemandes. 
Wmkelmann,Joh叩nJ()油im
(2冊）
Nouvelles. 
Nouvelles. 
I-11 Paris, 1853. 
(1冊）
*/1888] Historire de l'art chez les anciens I par �nkelmann; traduite de 
I' allemand, avec des notes historiques et critiques de differents auteurs. Tome 11. - 
Paris: Chez H Jansen, 185_? 
Nouvelles traduites 
1-4. 調査結果のまとめ
特記すべき事は、 英訳本ではゲー テがその半数以上を占めて 15 冊、 仏訳の 1 冊を加えると全体
では 16 冊となることである。 これらの書目はゲー テの主要な作品を網羅していると言ってよく、
ハーンがゲー テに対して抱いていた関心の深さを示しているものと見られる。 次いで多いのはハイ
ネで、 仏訳 14 冊、 独訳 1 冊、 合計 15 冊である。 この両者でドイツ語からの翻訳本全 57 冊中の半
数を超える。 他に仏訳のザッヘル＝マゾッホ(6冊）、 英訳のジャン ・ パウル(4 冊）、 更に文学以
外では英訳のニー チェ(3冊）、 ショ ーペンハウエル(4冊）、 仏訳によるグリム（全2冊）、 また1
冊に過ぎないがウィルヘルム ・ フンボルトの自然科学的著作などの存在が目につく。
対象となった 57 冊のすべて『目録』には書き込み等に関する注記は皆無であったが、 実際には
書き込みが 5 件発見された（書架番号 329、 334、 335、 337、 1150) 。 線引き箇所も若干あった。
書架番号 334（英訳本） の書き込みには 377、 388 という数字も含まれていた。 該当した蔵書はゲ
ー テの『ウィルヘルム ・ マイスタ ーの修業時代』で、 この本の 333 頁から 392 頁までが、 第 6 章
「美しき魂の告白」である。 その中の 377 頁と 388 頁には、 4 行ほどに渡って行末に縦線が引かれ
た箇所がある 8。 これが、 ハーンがそれぞれ個別に注目した箇所を示すのか、 数頁に渡る注目箇所
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の始まりと終わりを示すのか、 それについてはもっと多く同様の事例を集め、 内容に即した検討が
必要である。
またアンカットについてはハイネの仏訳本に多く見られた。
2. ハー ンとドイツ文学
2-1. 日本のドイツ文学関係者による ハー ン研究事情
アイルランド人を父としギリシア人を母として1850年にギリシアに生まれたハーンは、 その人
生の軌跡において、 ついぞ一度もドイツ語圏に触れることは無かったとしか思われない。「ヘルン
文庫」に一冊としてドイツ語の書物が含まれていない事を見ればそれはそれで十分首肯できる。 と
はいうも のの、 それは生活上の必然的、 偶然的諸事情による事でしかなく、 ハーンの文学的な営み
からドイツ語圏が閉め出されていたのではない。 ハーンの文学世界はドイツ語のみならずあらゆる
言語圏の文学に対して開かれていた。「ヘルン文庫」を見るだけでも、 ハーンの生き方はゲーテい
うところの「世界文学」という理念の一つ の実践ではなかったのか、 と思わせるものがある。 実践
の結果として辿り着いた日本で生涯を終えたハーンの生活が、何よりもそれを如実に物語っている。
しかし、 それとは逆に、 日本のドイツ文学研究者の側からのハーンヘの関心はほぼ閉じられてい
た、 と言ってもいいのではないだろうか。 少なくとも独文研究者があまり関わって来なかったこと
は事実である。 それでも、 たとえ微々たるものではあっても全く無縁であった訳ではなかった。 そ
の証拠は、 まずなによりも昭和 のはじめ、『目録』 の旧版が作成された折、 編者の一人が旧制富山
高等学校でドイツ文学を専門とした「平岡伴ー教授 9」であったという事実である。 そして今こ こ
に、 調査中に遭遇した、 最近書かれたハーン研究論考を一つ紹介しておきたい 10。
2-2. 田中雄次「ラフカディオ・ ハー ンとドイツ文学—ゲーテの短編との関連を中心に—11」
田中氏は、 この論文でゲーテを取り上げた理由を、「ハーンの ドイツ文学への言及はゲーテに つ
いてのものが圧倒的に多いこと」と述べているが、 これは蔵書中のドイツ文学本でゲーテの翻訳書
が一番多いことと相通じるものがある。
この論考で田中氏は「ハー ンが評価し、ゲーテが愛すべき作品として推奨」しているフケーの『ウ
ンディ ーネ』、「同じ水の精のモティ ーフによるゲーテの 『新しいメルジーネ』」、 ゲーテの 『ノヴェ
レ』 を取り上げ、 これらの作品に関するゲーテとハーンの言及内容を比較検討し、 ゲーテからのハ
ーンヘの影響を考察している。論考の最後ではハーンが作品『博多にて』 の終わりで説話「松山鏡」
について、「このお伽噺はあのゲーテ のすばらしい小さな物語(those wonderful little tales by
Gcethe)に比肩しうるものである（下線は筆者）」と述べている言葉を挙げ、 いくつかの「あの…物
語」のひとつが「美しい魂の告白」である「可能性が最も高い」と推測している。 さらに同氏は、
同論文末尾の注で「ハーンはドイツ語の引用は英語で引用しているので、 現在富山大学の 『ヘルン
文庫』収蔵の十五冊のゲーテ作品…から引用した可能性が大きい。 …が、 …確認できていない」と
述べているのだが、 今回 の調査で判明した英訳本の「美しい魂の告白」中の数頁にハーンの手で線
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引きがなされたところがあるという事実は、 同氏の推測の正しさを示す傍証になり得るのではない
かと思われる。
2-3. ホフマンスタ ールとツヴァイク
2-3-1. ホーフマンスタ ール
ハーンに興味、 関心を示したドイツ語作家
ドイツでは、 ハーンが没した1904年の翌年1905年から1910年にかけてドイツ語によるハーン
作品集全6巻が出版された。 その第1巻12にはホーフマンスタ ール(1874 ー1929)が1904年に
書いた、 まさに追悼文とも称すべきエッセイ13が序文として附されている。 その書き出しは 「電話
ロに呼ばれたのはそのためであった。 ラフカディオ ・ハーンが亡くなった。 東京で亡くなった、 昨
日か、 昨日の晩 ・ •もしかすると今朝だったのかもしれない」と始まり、 「日本はその養子を亡くし
てしまった」と続く。 彼はハーンの文章の中には 「深くて捉えることの難しいものが、 まるで深い
海底から光の中へ運び出されたように次々と並んでいる」と述べ、 彼の作品はすべて 「未知の、 未
「もう誰一人あの数多くの手紙にたいしハーンに礼をいう見の友人へあてられた手紙」 であって、
人はもういないのだ。 もはや誰一人も14。」と結ばれている。
2-3-2. ツヴァイク
ホ ーフマンスタ ールに数年遅れて同様にウィ ーンで生まれて作家となり、 ホ ーフマンスタ ールに
心酔し彼を敬愛したツヴァイク(1881-1942)にも同様にハーンを称える一文がある。 伝記作者で
もあったツヴァイクらしく、 ハーンの生涯の軌跡を含蓄深い文章で簡潔にまとめていて、 ホーフマ
ンスタ ールのものよりはやや長く、 1911年に書かれている。 この二つのエッセイは共にドイツ語
出版されたハーン作品集15の序文として収録されている。
結び
今回の調査は、 「ヘルン文庫」全体の僅か2％に過ぎない書目を調べただけのささやかな事例報告
である。 従ってなんらかの結論めいた事を述べることはできないが、 調査中、 「ヘルン文庫」か
らわかること、 あるいは 「ヘルン文庫」のみからわかる事は無数 にある、 という印象を受けた。 「ヘ
ルン文庫」の蔵書は文学のみならず多方面の専門研究者の手で連携して組織的に行われ、 完成され
なければならない。 その際、 現在の『目録』の表記方法には不統ーな点が見受けられるので、 まず
は表記上、 拠るべき統一的な基準を設ける必要があろう。
また今後はドイツ文学研究の立場から、 ゲーテからハーンヘの影響、 ハーンからホ ーフマンスタ
ールやツヴァイクヘの影響などに注目し、 ハーンのドイツ文学との関わりを検討していきたい。 さ
らにまたこのような調査をもとにし、 ハーンの評論などを手がかりにしながら、 ドイツ語他様々な
言語による文学作品の翻訳についてハーンが抱いていた考えを探ってみたいと思っている。
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注
1富山大学附属図書館所蔵 『ヘルン（ 小泉八雲） 文庫目録』改訂版、1999年。
2同書、 小谷仲男富山大学附属図書館長「序文」、iii頁。
3同書、iii頁。
4二重下線を附した 部分は、『目録』には欠落しているが 『目録』には必要と思われる部分で、当該本 の扉や目次等
の記載を確認した上で筆者が補足したものである。 以下同様。
5 『目録』に附された書架番号と当該本に附された番号が逆になっている。
6書架番号に＊ があるものはハーンが来日前アメリカで所蔵していた蔵書でハ ーン没後、小泉家に返却されたものを
示す 。
7 『目録』にはこの数字のみが記されているが、 アンカット箇所 を示すものであろう。
8 この英訳本における 377 頁と 388 頁はドイツ語版Gcethe: Werke. Hamburger Ausgabe Bd. 7, 6. Buch. 
Bekenntnisse einer schonen Seele，では S.405 とS.414 である。
9注2参照。
10 ここで紹介する以外に、現時点で日本独文学会文献情報デー タベー スから確認することのできる、独文研究者
によるハーン関係論文は以下 の 3点であった 。
•福沢栄司「ホーフマンスタ ー ルにおけるL．ハーンの影」 ： 『Runen』 24号（新潟大学）、1991、S.23-45。
•黒田晴之「ラフカディオ ・ハーンと世界システムーかれ のクレオー ル音楽との関係を中心に」：『Angelus
Novus』、 第29号（早稲田大学）、 2002、 S.127~。
•松村朋彦「切り取られた耳ークラウディウス、ゴッホ、ハーンの日本 」：『希土』第31号（京都大学）、 2006、
S.41-56。
11平川祐弘。牧野陽子編『ハーンの文学世界 講座・小泉八雲II』 新曜社、2009年、253-273頁。
12 Lafcadio Hearn: Kokoro. Mit einem Vorwort von Hugo von Hofmannsthal. Rutten & Lcening, 
Frankfurta.M. 1905.（富山大学附属図暑館「ヘルン文庫関係文献」蔵書。 1920年版）
13 Hugo von Hofmannsthal: Samtliche Werke, Kritische Ausgabe, Band 33, Reden und Aufsatze 2. S.Fischer 
Verlag, 2009, S.53. 
14 平川祐弘訳（『ホーフマンスタ ー ル選集』全4巻、河出書房新社 1972年。 第3巻 381-383頁）より。
15 Das Japanbuch/ Eine Auswahl aus den Werken von Lafcadio Hearn. Berechtigte Ubertragung aus dem 
Englischen von Berta Franzos, Rutten & L①ning, 1920. （富山大学附属図書館「ヘルン文庫関係文献」蔵書）
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